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【問い合わせ先】
菊池川流域日本遺産協議会 食と農部会

（農政課ブランド推進室内）
☎0968（25）7266

café zakka bb ママトコキッチン
bbヲムスビランチ
1,320円（税込）

菊池のNon-GMO牛の
田楽風ヲムスビプレート
1,342円（税込）

菊池市長田４９６
☎ 080（9106）7416

七城町蘇崎１３１０-３
☎ 0968（41）5091

　菊池川流域日本遺産協議会（玉名市・山鹿市・菊池市・和
水町・県北広域本部ほか）は、菊池川流域の「おいしい食」や

「歴史」、「地域の人々」を“むすび”、魅力を伝えるため、流
域で育まれた米を使った新メニューを開発しました。

　テーマは『菊池川流域をむすぶ「ヲムスビ」』。今回は菊
池川流域３市1町にある10店舗が参加し、本市からは「café 
zakka bb」と「ママトコキッチン」の2店舗が新メニューを
開発しました。菊池川の恵みをぜひ堪能してください！

　菊池の黒米に特製の肉味噌を乗せたヲムスビ。山鹿市の
卑弥呼醤院の味噌に山鹿牛、ニンニク、自家製紅生姜を混ぜ
込み、岳間茶の抹茶塩で仕上げたヲムスビの上に乗せました。

　菊池川流域日本遺産のコンセプト「菊池川流域・ミネラルウォーターランド
～阿蘇から有明海へそそぐ恵みめぐり」や、流域のストーリーから導き出した「菊
池川流域をむすぶ『ヲムスビ』」をテーマに流域で生まれた「おいしい米」を使っ
たメニューの開発やPRを支援し、「食」のブランディングを進めていく事業で、「お
いしい食」がある地域であることを継続的に発信していきます。

　味噌でソテーした牛の赤身を贅沢に菊池米に乗せ、オー
ブンで焼き上げた田楽風のヲムスビです。味噌に加えた山
鹿市の「千代の園酒造」の酒が深い味わいを引き立てます。
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身体の姿勢講座では、その効果
に参加者からは驚きの声が
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